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 “努力の花開く！！”エクシードの受験生 
                 2014 年兵庫県公立高校入試結果と分析 

 

【国語】 例年より設問が一つ増えた。大問Ⅰの説明的文章は、文章を読み取るかなりの力が必要と

され、やや難しい。昨年あった漢字の筆順は無くなった。大問Ⅱの小説文は、問自体が難しく、

答え方に迷うところがある。古文・漢文は読みやすく、取り組みやすい。大問Ⅴは、新傾向の問

題で、敬語や慣用句などの基本言語事項が試された。 

   エクシード生平均 66.3点（昨年比－9.3） 

 

【社会】 地理は、複数の資料や図表を読み取って、一つの問いに答える問題が多く出された。歴史は弥

生時代から第一次世界大戦まで幅広い範囲から出題されたが、基礎問題が多かった。公民は、

政治・司法・国際社会を含め、多分野から出題され、経済分野のみの昨年とは大きく違った。  

エクシード生平均 72.4点（昨年比＋14.7） 

 

【数学】 例年出題されている連立方程式では、新しい試みとして度数分布表の読み取りが出題され

た。作図が昨年に続き出題されなかった。    

関数では、選択形式の記号問題が初めて出題された。確率の問題は、空間図形の点の位置

をつかみ、思考する力が問われた。図形の計算問題が難解だが例年レベルの問題。 

エクシード生平均 61.6点（昨年比＋0.1） 

 

【理科】 例年と同じで大問は5問。かなり難解で、加古川東高受験の生徒でも 76点どまりであった。

全体的に実験を取り扱った問題が多く、ウキクサや平面鏡の問題では、解き方に工夫が必要

だった。エクシード生平均 52.1点（昨年比－2.1） 

 

【英語】 リスニングが例年と違って、外人の話すスピードがかなり速く戸惑った受験生も多くいた。全体的

に問題数、難易度は例年と同じで、記号選択問題が多いのも同じ。中学校生活に関する長文問

題が長く、解答するに時間不足。   

エクシード生平均 59.8点（昨年比＋5.7） 

  

                    2015年度公立高校合格者獲得点
内申点 内申点

国語 社会 数学 理科 英語 計 平均 ４５点 ２５０点 併願校

加古川東A 85 94 87 71 95 432 86.4 42 235 須磨学理Ⅲ

加古川東B 65 94 68 76 86 389 77.8 43 223.5 須磨学特Ⅱ

加古川東C 68 88 65 66 90 377 75.4 43 235 須磨学英数Ⅲ

加古川東D 66 87 83 67 80 383 76.6 45 250 須磨学理数Ⅲ

小　野 65 91 82 65 62 365 73 44 242.5 滝川第二特L

加古川西A 79 84 65 71 95 394 78.8 43 235 滝川第二特L

加古川西B 80 84 57 61 83 365 73 40 216 滝川第二特L

加古川西C 63 82 74 53 35 307 61.4 39 215.5 滝川第二特L

東播磨A 68 84 69 53 68 342 68.4 32 180.5 東洋特進

東播磨B 69 83 70 44 74 340 68 37 207.5 東洋特進

東播磨C 75 75 54 43 69 316 63.2 35 189 滝川高Ⅲ

加古川北 60 69 50 53 30 262 52.4 35 196 県播磨特進

高砂南A 67 79 64 45 57 312 62.4 42 234.5 東洋特進

高砂南B 37 44 49 42 52 224 44.8 33 181 県播磨特進

高　砂A 54 49 59 37 33 232 46.4 30 172.5 県播磨特進

高　砂B 67 47 43 45 27 229 45.8 33 188 神戸野田

播磨南A 64 52 73 49 45 283 56.6 27 150 未受験

播磨南B 61 58 42 27 26 214 42.8 28 157.5 村野工電気

播磨南C 48 55 40 31 38 212 42.4 29 161.5 県播磨

松陽（普） 58 38 45 32 34 207 41.4 24 134.5 県播磨

東播工業 73 66 47 46 27 259 51.8 28 15.0.5 未受験

国語 社会 数学 理科 英語 平均 ５科平均

2012年平均点 77.6 73.1 48.6 52.9 60.5 312.7 62.5

2013年平均点 75.6 59.6 61.5 54.2 54.1 304.9 61.0

2014年平均点 56.8 65.1 55.4 61.0 49.9 288.2 57.6

2015年平均点 65.3 71.6 61.2 51.3 57.4 306.9 61.4

前年差 8.5 6.5 5.8 -9.7 7.5 18.7 3.8
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◇2014 年大学合格者      ☆ここにあったよ、私の番号～ 

◎国公立大学 

岡山大学（文学部） 

◎私立大学 

関西学院大（文学部） 

関西学院大（理学部） 2名 

同志社大（文学部） 

同志社大（法学部） 

関西大学（法学部） 

関西大学（政策創造学部）    ☆はにかんで、うれしいピース。よかったネ 

武庫川女子大（文学部） 2名 

武庫川女子大（生活環境学部） 

甲南大（知能情報） 

甲南大（経済学部） 2名 

甲南大（経営学部） 2名 

大阪工業大学（工学部） 

神戸学院大（経済学部） 3名 

神戸女子大（看護学部） 

神戸女子大（文学部）        合格おめでとう！！ 

関東学院大（法学部）            ☆チョット、きんちょう気味の男二人 

ピースが固いゾ 

雨の中での合格発表 

 ☆みんないい顔しているネ～  

第 3 学区の志願傾向 

□普通科・単位制学科・総合学科 

 今年から従来の北播・加印・明石学区が

合体し、第 3 学区となり、新しい学区での初め

ての公立高校受験が行われた。 

予想通り、加古川東高校の競争率は高ま

り、46 名もの不合格者が出た。加古川西高

校は、3 年ぶりに定員をうわまる受験数があり、

競争率は1.10 倍（＋27 名）となった。 

 一方で、東播磨高・加古川北高・高砂南

高・加古川南高・高砂高は軒並みに定員割

れするという事態が生じた。 

 今年から普通科と単位制・総合学科の複

数志願できるようになり、志願がバラツキ加古

川北・加古川南高が定員割れすることとなっ

た。そのしわ寄せは、播磨南や松陽高校など

に行き、両校の競争率がかなり高まった。  

 

□専門学科高校 

県農の競争率は例年と変わりないが、播磨

農業で全般的に高まっており、特に農業園芸科

の競争率は 1.75倍とかなり高くなっている。 

工業高校関係では、東播工業の１群（機械・

電気）Ⅱ群（建築・土木）とも倍率が高まってお

り、Ⅱ群から定員が92名と多いⅠ群へと志願変

更して合格した塾生もいた。  

 

 

 

 

 

 


